
豊川では、毎年のように渇水により取水制限が行われています。

豊川の水は、豊川用水事業（昭和43年完成）によって、宇連ダムや天竜川水系からの導水などが行わ
れ、東三河地域や静岡県湖西地域の水利用に応えてきました。豊川は他の河川と比較しても、流域の規
模（面積）に対して、広い範囲に水を供給しています。

しかし、平成17年は6月から8月にかけて、最大で水道用水20%、工業用水・農業用水30％の節水を行う
など毎年のように渇水に見舞われており、中部圏においても最も水需要が逼迫している地域です。

豊川の渇水の歴史

■■過去の取水制限の状況（昭和52年～平成20年）

平成18年の渇水の時の宇連ダム（平成18年1月）

川底が露出する大野頭首工下流のようす

設楽ダム計画の背景

応急井戸掘りのようす（平成6年の渇水）
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